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活動と資料

オープ ンキ ャンパスにおける模擬演習 の試み

      一基礎看護領域の実践一
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1.は じめ に

 これまで基礎看護領域では、オープンキャンパスにお

いて 「指一本でできる体位変換」、「車椅子乗車」、「寝た

まま食べてみる」などの体験 コーナーを設け、来訪者の

看護 に対する興味や関心を高めるような工夫を行ってき

た。 しか し、来訪者が重なると十分な説明や体験を して

もらったりすることが出来ない場合が多 く、興味や関心

を高めるような働 きかけができない場合 もあったため、

工夫の必要性を感 じてきた。

 そこで、来訪者の看護に対する興味や関心を高めると

共 に、基礎看護領域でどのように科学的根拠に基づいた

看護教育を志向 しているかについて、体験を通 して知っ

てもらうために基礎看護領域で担当 している科目の中で

も、あらゆる看護技術のべ一スとなる基礎看護技術に関

する科 目である 「生活行看護論演習」の模擬演習を行 う

ことを試みた。

分けるために、参加整理券を事前 に配布 した(図1)。

さらに、実習室後方に見学席を設け、参加できなかった

人や、途中入室の人のために配慮 した(図2)。

図1模 擬演習告知のパネルと整理券

II.方 法

 テ ー マ を 「ナ ル ポ ド!身 体 の 不 思 議 と看 護 」(図1)

と し、 模 擬 演 習 で は参 加 者 に分 か りや す い よ う、 生 活 行

動 の う ち 「動 く こと」、 「食 べ る こ と」 を 内 容 と して 取 り

上 げ た。 実 習 室 の ス ク リー ン方 向 にベ ッ ドを5台 配 置 し、

そ れ ぞ れ ベ ッ ドに1名 の教 員 ま た は学生 を チ ュ ー タ ー と

して 配 置 す る こ と に よ り、 細 か な サ ポー トが で き る よ う

に配 慮 した。 ま た、 参 加 人 数 を コ ン トロ ール す る と と も

に、 参 加 者 を偏 る こと な く5～6人 ず つ 各 ベ ッ ドに振 り
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 まず、「動 くこと」 では模擬患者 に心電図モニ ターと

血流センサー(腸 骨部)を 装着 して もらい、安静時(仰

臥位)と 体動時(ベ ッ ドサイ ドで足踏み)と で心拍数、

呼吸数、血圧といった生体反応が変化する様子をスクリー

ンに映 した(図3,4)。 次に、仰臥位か ら側臥位への体

位変換により、腸骨にかかる圧力の大きさと、その際の

血流の変化をスクリー ンに映 した(図5)。 このように、

肉眼では見えない身体の内部で起こっている変化を科学

的根拠として示 しなが ら、その変化がどのような意味を

持つのかについて分かりやす く説明をおこなった。 また

「食べること」では、人間の口腔から胃にかけての断面

図をスク リーンに映 した り、嚥下モデル(老 年看護学か

ら借用)を 用いて、嚥下のメカニズムを分かりやす く説

明す る工夫をした。さ らに、「動 くこと」に関連づ けた



132
久留 島美紀子 、伊丹 君和 、本田可奈子、 江藤美和子、豊 田久 美子、森 下 妙 子

図5 スクリーンに模擬患者の生体反応を映しながら
   説明を行う教員(3)

図2 模擬演習時の実習室レイアウ ト

体 験 内容 の一 つ と して 「指 一 本 で き る体 位 変換 」、 「食 べ

る こと」 に 関連 づ け た体 験 と して 「寝 た ま ま食 べ て み る」

こ とを行 つた(図6)。

 これ らの体 験 時 に は、 各 グ ル ー プ の チ ュー タ ーが 、 補

足 説 明 や促 しな どの サ ポ ー トを行 い、 体 験 が ス ム ー ズ に

進 む よ う心 が け た(図7)。 最 後 に ア ンケ ー トを依 頼 し

た。

皿.結 果

図3 スクリーンに模擬患者の生体反応を映 しながら
   説明を行う教員(1)

図4 スクリーンに模擬患者の生体反1心を映 しながら
   説明を行う教員(2)

 47名 の参 加 者 か らア ンケ ー トに回 答 を得 られ た。 うち

有 効 回 答 は44名 分(93.6%)で あ っ た。 ア ンケ ー トの 質

問 項 目 は 「大 学 で の学 習 の イ メ ー ジ」、 「看 護 師 の仕 事 に

対 す る イ メ ー ジ」、 「看 護 職 と い う職 業 に対 す る 関心 」 の

3項 目 と、 自 由記 述 と した。 そ の 結 果 、 大 学 で の学 習 の

イ メ ー ジ は、28名(63.6%)が 「で きた 」、16名(34.6

%)が 「や やで き た」 と回答 し、 「あ ま りで きな か つた」、

「で き なか つた 」 の 回 答 は な か った(図8)。 ま た、 「看

護 師 の 仕 事 に対 す る イ メー ジ」 に つ いて は、19名(43.2

%)が 「で き た」、25名(56.8%)が 「や や で き た」 と

回 答 し、 「あ ま りで きな か っ た」、 「で き な か つ た 」 の 回

答 はな か っ た(図9)。 そ して 、 「看 護職 と い う職 業 に対

す る関 心 」 は、70.5%に あ た る31名 が 「高 ま っ た」 と 回

答 した。 「や や 高 ま った 」 は11名(25%)、 「あ ま り高 ま

らな か った」2名(4.5%)、 「高 ま らな か った 」 の回 答

は な か つた(図10)。

 自由記 述 の 内 容 は、 一 文 ご とに整 理 し同 じ意 味 内容 ご

とに カ テ ゴ リー化 した と ころ、3カ テ ゴ リーが 抽 出 さ れ

た(表1)。

 カ テ ゴ リー1【 情 意 的 感 想 】 に は、 『面 白 か った 』、

r楽 しか つ た』 な ど の 模 擬 演 習 に対 す る率 直 な 感 想 と、

r指 一 本 で 体 を 動 か せ て び っ く り」 な ど、 身 体 の 不 思 議

に つ い て の 驚 き、 そ して 「看 護 は す ごい と思 つ た』 と い
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「動くこと」に関連す る体験

  【参加者の体験】

患者役一ベッド上仰臥位

看護師役一側臥位に体位

変換する

「たべること」に関連する体験

  【参加者の体験】

患者役一ベッド上仰臥位

看護 師役 一クラッカー ・一

ロゼ リー ・お茶を食べること

を介 助する

【予測される参加者の反応】

看護師役一難しい

  大きな力が必要である

【予測される参加者の反応】

患者役一飲み込みにくい

    恥ずかしい

【科学 的根拠 をふまえた説 明】

トル クの法則 の応 用:物 体 の 回

転効 果 は、物体 の 固定点 から力

の着 力店 までの距離 が長 いほど、

小さなカで物 体が動 か しやすく

なる1)

【科 学 的根拠 をふまえた説 明】

嚥 下の メカニズム:咽 頭 は 、食 物

と空気 の共 通する通 路であ る。

嚥 下時 には、気道 は軟 口蓋 、喉

頭 蓋によって閉鎖され 、食物 は

咽 頭か ら食 道へ 流れ落 ちる・)し

たが って、座 位 にすることにより、

食 物を飲 み込 み易 くなる

【参加者の体験】

患者役の膝をなるべく立て、

膝に手を当てて手前に引くと、

指一 本の力で患者を側 臥位 に

できる

   【参加 者の 体験】

ベッドをギ ャッチアップして食

べ てみ ると、飲み 込みや すくな

る

図6 参加者の体験の流れ

う情 意 面 を表 現 した 感想 の3サ ブ カ テ ゴ リーが 含 ま れ て

い た。 カ テ ゴ リーH【 認 知 的 感 想 】 は、 「実 際 に 患 者 側

の立 場 に な らな い と気 づ か な い こ とが た くさん あ る こ と

が 分 か った』、 『勉 強 に な り ま した』、 『短 時 間 の体 験 だ つ

た け ど、 沢 山 の こ とを 学 ぶ こ とが 出来 た と思 い ま す』 な

ど、模擬演習で新たな知識を得たという認知面に関する

感想の2サ ブカテゴリーから成 つていた。 カテゴ リー皿

【人や設備の発見】には 『先輩の話が聞けてよか った』、

『きれいに整 った実習室とビデオやスクリーン等設備 も

充実 していて、入学できれば大変嬉 しい大学だと思いま

した』など、人 との出会いや設備に関する感想である2

サブカテゴリーが含まれていた。

 16名

(34.6%)

28名

(63.6%)

囲できた ロややできた ■あまりできなかった □できなかった

図7 参 加 者 を サ ポ ー トす る チ ュー ター(学 生)

㍉}

図8 大学での学習イメージ
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2名(4.5%)

19名

(43.2%)

11名

(25%

25名

(56.8%)

31名

(70.5%)

田できた □や やできた ■あまりできなか った □できなか った

図9 看護師の仕事のイメージ

國高まった     ロやや高まった

■あまり高まらなかった ロ高まらなかった

図10 看護師という職業への関心

表1 模擬演習の感想

カテゴリー

1

II

皿

サブカテ

ゴリー

1

2

3

1

2

1

2

記述内容

楽しかった。

楽 しかったです。

めっちゃ楽しかったです。

友達 の付き添いできただけや けど結構楽しかった。

とても楽しかったです。

実際に体験できて面 白かったです。

とても楽しかつたです。

面白かったです。

おもしろかった

体験 して初めて分かったことがあって楽しかったです。

とても楽しかったです。

人の体を起こす事は少し方法を知っているだけで全然違うことがわかり、指一本で体の向きを変えられた時は少し感動しました。

寝てみえる人を横 向きにするのも少し工夫すれば楽に出来ると思い、すごかったです。

寝たきりの方の体位変換 が簡単に出来ることを教わって大変為になりました。ありがとうございます。

指一本で体を動かせてびっくり。

人をただ横 に倒すだけでもコツがいるのだと分かって、看護 のすごさに触れ られてよかった。

人間の不思議 、看護は人間がかかわりあってどうやって接 していくのかがよく分かった。

人間て不思議だなあと思いました。

なるほどって思いました。

体位 を少し変えるだけでも楽に出来るんだな一と思った。
ベッドをあげるだけで食べやすくなったり、少しの ことをするだけでよくなつて、考えてすることが大切なんだなあと思つた。

看護 はすごいなと思いました。

看護 に興味を持てました。

もっといろんなことができたらいいです。

以前 より看 護学部 に対する関心が高まった。

看護 について学んで、いろいろな発見をしたりして、将来患者さんのためになる知識をたくさん身 につけたいです。

今まで入院等したことがないので、自分が被看護者 になれ てよかったです。

体験 できてよかったです。

実際 に患者側の立場にならないと気づかないことがたくさんあることが分かった。

患者 さんのことを考慮して看護しなければいけないと思 いました。

看護 師さんだけじゃなくて患者さんの立場 に立てたのがすごいよかった。

勉強 になりました。

短 時間の体験だったけど、沢 山のことを学ぶことが出来たと思います。

援助 は本 当に難しいものだと思いました。

短い時間だったけど、知らなかったことを沢山知ることが出来ました。

勉強 になりました。

健康 でいられることを幸せだと感じました。

学生 さんの感想がよかったです。

先輩 の話が聞 けてよかった。

先輩 に優しく教えてもらって興味がでました。

備 品、資材が充実していると感じた。

きれ いに整った実習室 とビデオやスクリーン等設備も充実していて、入学できれ ば大変嬉しい大学だと思いました。
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IV.考察

結果より、全員の参加者が「大学での学習のイメージJ
ができたことから、模擬演習の内容は大学での学習を伝

え、参加者のイメージを高める内容であったと考えられ

るO また「看護師の仕事に対するイメージ」については、

誰もが風邪を51いて受診したような経験や、看護師を扱っ

たテレビドラマなどを見た経験があると推測され、程度

の差はあると思われるが、看護師の仕事に対するイメー

ジはある程度持っていたものと思われる。しかし、今回、

模擬演習で行った内容は、外来受診やテレビドラマで見

ることの少ない、体位変換や食事介助の援助技術であっ

た。そのため、「できたJ19名 (43.2%)よりも「やや

できたJの自答が25名 (56.8%)と最も多かったものと

推察される。しかし「あまりできなかったム「できなかっ

たJと回答した者がいなかったことから、個々の持つ看

護師の仕事のイメージの形成を促したと推察される。

また、「看護職という職業に対する関心」は、 31名
(70.5%)に及ぶ参加者が「高まったJと田答している

ことから、看護に対する興味や関心を高めるという模擬

演習の狙いはほぼ達成されたと考えられる O

さらに自由記述の結果から、参加者が楽しみながら演

習に参加し、身体の不思議に驚きつつ、患者の気持ちを

体験できたことなど、学びが多かったことが示され、看

護そのものに対する興味の高まったことが記述されてい

た。このことから、科学的根拠も交えながら、実際に近

いかたちで行った模擬演習は、基礎看護学で志向してい

る教育を伝えることができたと考えられる O

IV.結語

受験生である18歳人口は平成 4年の204.9万人をピー
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クに、右肩下がりの状況であり、平成19年には130万人

を切る129.9万人に減少すると推測されている。一方、

平成18年度の学校基本調査によると大学数は全国で744
校あり、前年と比べ18校増加している 3)。また、看護系

の大学、学部等は145校であり、平成19年にも10数校が

開設の予定である4)。以上のことから、受験者、入学者

の確保が一層厳しくなると考えられる O

今回、来訪者の看護に対する興味や関心を高めると共

に、基礎看護領域でどのように科学的根拠に基づいた看

護教育を志向しているのかを体験してもらう方策として

模擬演習を試みた。終了後のアンケート内容から、これ

らは評価できる結果となり、今後のオープンキャンパス

の内容について示唆が得られた。些細な試みではあるが、

本学、本学部の魅力を伝える一助となるよう改善を重ね
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